








1964年,社 団法人日本造園学会は 日本学術会議へ宛てた 「農学将来計画についての意見」の
中で,造 園学を 「人間生活環境の物的な秩序構成において,自 然 と人間社会の調和融合を求める
ため,健 康にして美 しく快適な緑の環境を地表に創造 し,か つその成果および 自然の緑地を保全
育成す る技術と,そ の基礎を研究する学問である」 と定義 している。「造園」の語にこのような
広義の内容を含めるカ1,あ らたな用語を考えるべきかについては,今 日でも議論が続いている。
かつて,修 景造園,景 園工学,風 致工学,緑 地ないし緑苑工学などという言葉が提案されたこ
ともあったが,普 及 ・定着 してこなか った。 日本 と同じ漢字圏の韓国では 「造景」,中 国では「園
林」 という使い方が普及 しているが,扱 う対象 と,職 域の微妙な違いか ら,日 本ではなじみが悪
いという意見も多い。造園に限らず分野の名称は,時 代が変化 している時には,議 論が分かれる
ものなのであろう。
本学では,造 園からスター トし,今 日では緑地学 という名称でこの分野が扱 う対象を包括 して
いる。そして緑地 という空間をどう扱お うとす るのかの,方 法論を示す内容を「緑地」に続けて,
たとえぽ緑地意匠学,緑 地保全学,そ れに緑地工学とい う名称を用いている。1996年 度か ら応
用植物生態学 とい う研究室が新たに発足 したが,冒 頭に掲げた造園学の概念でいえぽ,"緑 地を
保全育成す る技術と,そ の基礎を研究する学問"を 構成する一分野 とい うことになる。 したがっ
て,造 園学から緑地学へさらに将来の展開を考えると,緑 地工学 という名称 も含めて,ふ たたび
分野の名称に関する議論が起 こることは想像す るに難くない。
快適 さと利便性を追求する替わ りに,緑 の環境をあきらめてきた人 口集中地域の都市に,再 び
緑を取 り戻そ うとするのが,緑 の保全と創出のための技術的な分野をあつか う緑地工学への課題
である。環境の時代といわれ,緑 や自然への指向が高まっているとはいえ,総 論賛成,各 論保留
とな りがちな日本の社会にあっては,土 地利用の高度化が進んだ地域に緑を創出することは容易
ではない。これまで緑が成立するとは考えられていなかったフロンティア空間を探 し,そ こを緑
化するための技術開発を試みている。その空間とは,屋 上,室 内,壁 面などのアーキテクチュラ
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写真一1街 路樹見本園(国 営武蔵丘陵森林公園一 写真一2本 研究室の成果である樹木噴霧耕の応用
埼玉県)で の標本樹成長量経年調査。研 例(㈱ フジタ本社前(東 京千駄 ヶ谷)の
究室の共同作業 として,こ れまで15年 フローティングツリー)
間連続 して行っている。
ル フロン ト,臨 海部や水辺などのウォーターフロント,地 下空間や乾燥地などのジオフロントな
どである。 こうしたフロンテ ィア空間への緑化技術の開発は,植 物生育と光,水,温 度などの環
境要因の閾値の解明とその制御手法の開発が必須である。
緑化技術は,緑 を創出するための個別の要素技術の集合であるが,そ れを実際に用いて都市全
体の緑の再構築をはかるためには,こ うした支援技術だけでな く,空 間の計画論 とそれを実行す
るための制度論とい う,い わぽ社会科学に関する課題,ま た自然 と人間社会の調和癒合のあ り方
とその具体像の提示 とい う人文科学に属する課題への取 り組みが必要である。技術だけが先行,
突出したモダニズムへの反省と批判をふまえて環境科学は展開されねぽならないからである。
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